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セスを解明しようとしている（Yonekura, 1994; Abernathy et al, 1983; 清水,




















































































 期間については 1991 年 1 月 1 日から 2019 年 12 月 31 日までとした。この期
間とした理由は、1990 年のバブル経済崩壊以降、マクロの観点で見た時の日本
経済のトレンドが「失われた 30 年」（野口, 2019）とも呼ばれるように、一貫し
て停滞・衰退傾向であるためである。オンラインデータベースは、1980 年代か
ら検索可能であるものの、新聞社によって 10 年に満たない経済成長期と、その
後の 30 年の経済停滞期とを混ぜて分析した場合、むしろ 1980 年代の資料がバ
イアスとなってしまう危険がある。そのため、分析対象期間をバブル経済崩壊後

































以上の方針で収集された新聞社説は、1991 年以降で合計 1030 本であった（表
1）。1980 年代も含めた社説全体のうち、83%が分析対象となった。また、毎年
の 4 紙の社説本数推移を示した図 1 によると、概して 2010 年代に、社説本数が
増加していることが分かる。 
表 1 分析対象社説数 
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を KH Coder（ver. 3 Alpha）上で動かすことで対応した。そのとき、1 文単位の










 KH Coder での形態素分析の結果は、全出現単語数 15070 個、全出現回数
267784 回、平均出現回数 17.77 回、標準偏差が 152.56 であった（表 2）。本論
文では+2σ、つまり、323 回以上と、頻出した全 85 単語をクラスタ分析の対象
とした。これらの全 85 単語の合計出現回数は 79490 回で全出現回数に占める
割合は 29.68％であった。この 85 単語のうち、「する」「ない」「なる」などの一
般的な単語を除いた 76 単語を分析対象とした。 



















表 3 単語クラスタ＝フレーム 
環境問題 ICT 金融 グローバル 国内産業 経済政策 政府 技術革新 エネルギー問題 雇用 
対策 情報 企業 米国 期待 構造 首相 研究 可能 雇用 
目標 通信 経営 米 大きい 財政 政権 技術 エネルギー 労働 
温暖 サービス 市場 国際 進む 改革 示す 開発 高い 時代 
削減 利用 投資 中国 強い 拡大 会議 必要 消費 考える 
排出 事業 金融 世界 国内 景気 実現 進める 環境 問題 
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アは、エクセル統計 2015（バージョン 3.21）である。 
 














図 2 新聞社のクラスタ分析結果 
 




















1 象限、読売新聞が図左上の第 2 象限、日本経済新聞が図左下の第 3 象限、毎日




















図 4 コレスポンデンス分析結果 
 



































































































































































分析の結果、以下の 4 点が明らかになった。第 1 に新聞社の階層的クラスタ
分析の結果、4 つの新聞社は「朝日新聞・毎日新聞クラスタ」と「読売新聞・日






































































































Abernathy, W.J. Clark, K.B. & Kantrow, A.M. (1983) Industrial Renaissance: 
Producing a Competitive Future for America. New York, NY: Basic Books
（望月嘉幸監訳・日本興業銀行産業調査部訳『インダストリアルルネッサン
ス：脱成熟の時代へ』TBS ブリタニカ 1984 年） 
千葉涼（2019）「内容分析研究の現状と今後の展望」『マス・コミュニケーショ
ン研究』95, 27-40. 
de Vreese, C. H. (2005). News framing: Theory and typology. Information 
design journal & document design, 13(1), 51-62. 
Entman, R.M. (2004). Projections of Power: Framing News, Public Opinion, 
and U.S. Foreign Policy. Chicago, IL: University of Chicago Press. 
Freeman, C. & Soete, L. (1997). The Economics of Industrial Innovation. (Third 
Edition). London & New York: Routledge. 
Gitlin, T. (2003). The Whole World is Watching: Mass Media in the Making & 












所紀要』no. 59, pp.141-155. 
河瀬彰宏 （2017）「 < Chapter. 2> 日本民謡とはなにか」 CIRAS discussion 
paper No. 72, 6-11.  
バブル経済崩壊後のイノベーションに関する 新聞報道―新聞社説のテキストマイニングを通じて―
p.92
経済企画庁編（1956）『昭和 31 年年次経済白書 「日本経済の現段階 技術革
新と世界景気」』大蔵省印刷局. 
小林哲郎・竹本圭祐（2016）「新聞読者は極性化しているか」『日本世論調査協




セス」『組織科学』 46（3）, 87-99. 
松本裕治・北内啓・山下達雄・平野善隆・松田寛・高岡一馬・浅原正幸（2000）
「形態素解析システム「茶筌」」『情報処理』41（11）：1208-1214. 
Nanri, Keizo (2005) The Conundrum of Japanese Editorials: Polarized, 
Diversified and Homogeneous, Japanese Studies. 25(2): 169-185. 
Nelson, R.R. (Ed.). (1993). National Innovation Systems: A Competitive 
Analysis. New York, NY: Oxford University Press. 
Neuman, W.R., Just, M.R. & Crigler, A.N. (1992). Common Knowledge: News 
and the Construction of Political Meaning. Chicago: University of Chicago 
Press. 
野口悠紀雄 （2019）『平成はなぜ失敗したのか:「失われた 30 年」 の分析』幻
冬舎. 
North, D.C. (1990). Institutions, Institutional Change and Economic 
Performance. New York, NY: Cambridge University Press (竹下公規訳『制
度・制度変化・経済成果』晃洋書房 1994年）. 
North, D.C. (2005). Understanding the Process of Economic Change. 
Princeton, NJ: Princeton University Press（瀧澤弘和・中林真幸監訳『ダグ
ラス・ノース 制度原論』東洋経済新報社 2016 年）. 
大賀哲・山腰修三・三谷文栄・石田栄美・冨浦洋一（2017）「福島原発事故をめ






圏都市鉄道・高規格堤防を対象に」『土木学会論文集 D3 (土木計画学)』71(5), 
I_269-I_280． 
Pashakhin, S. (2016). Topic modeling for frame analysis of news 
media. Proceedings of the AINL FRUCT, 103-105. 
齋藤朗宏（2012）「日本におけるテキストマイニングの応用」The Society for 
Economic Studies. The University of Kitakyushu Working Paper Series
（2011-12）. 
清水洋（2019）『野生化するイノベーション: 日本経済「失われた 20 年」を超え
る』新潮社． 




についての時系列分析」『 土木学会論文集 D3 （土木計画学）』 71（5）, I_143-
I_149. 
田中皓介・神田佑亮（2014）「公共事業を巡る各種言葉のイメージ変化要因に関






能性とバスサービスに対する改善ニーズ」『土木学会論文集 G （環境）』 68





Yonekura, S. (1994). The Japanese Iron and Steel Industry, 1850-1990: 
Continuity and Discontinuity. New York, NY: St. Martin’s Press. 
バブル経済崩壊後のイノベーションに関する 新聞報道―新聞社説のテキストマイニングを通じて―
p.94
